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23 年－ 22 教 育 校舎の耐震化を進めるための補助制度について 鳥取県ゆきとどいた教育をすすめる会
（23.11.28） 代表 増 田 修 治▲

陳情理由 （米子市錦町２－ 45）
子どもたちにとって、学校が安全で安心して学習できる場であることは 外１，７４０名

最低必要条件である。ところが、鳥取県内でも耐震基準以下の危険な校舎
が少なからず存在する。中国四川大地震で校舎が多数倒壊した教訓を生か
して、日本でも文科省が、大規模な地震により倒壊等の危険性の高い公立
小中学校施設の耐震化を加速するよう、県教委を通して各市町村教育委員
会へ通知を出している。

しかし、県内小中学校では思うように耐震工事が進んでいない自治体が
ある。その理由として、各市町村の財源問題がある。

そのため、校舎の耐震化が早く進むよう市町村に対する県の側面的支援
が必要と考え、陳情する。

▲

陳情事項
学校校舎の耐震化が早急に進むよう、県の補助制度をつくること。


